
『第20回（2023年）東三河ｻｯｶｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ・U-17カップﾟ戦部門』大会要項 
 
 
１ 趣 旨 ① 日頃対戦する機会の少ない県外の強豪チームを招待し試合をすることによ

り、東三河地区２種年代のサッカーの資質の向上と強化を図るとともに、親
善と友好のもとに、心身ともに健全な選手を育成することを目的とする。 

 
② 東三河地区上位チームと各地区のトップレベルのチームが２日間の予選

リーグ後、順位決定戦を実施し、高レベルの試合を体験し新チームの強化を
図る。 

 

２ 主 催 愛知県サッカー協会東三河地区協会 

 
３ 主 管 愛知県サッカー協会東三河地区協会２種委員会 
  
４ 後 援 豊橋市サッカー協会 豊川サッカー協会 蒲郡市サッカー協会  

蒲郡市教育委員会 田原市サッカー協会 豊川市教育委員会 

 

５ 期 日 ２０２３年８月１０日（木）・１１日（金）・１２日（土）（３日間） 

       

 
６ 会 場 東三河地区各公共施設グランド ＊各会場までは各チームでお越し下さい。 
 
７ 実施方法（カップ戦部門） 

① 近年参加チーム 合計26校  
  豊川、蒲郡、豊川工科、御津、国府、小坂井、時習館、桜丘、豊田南、同朋、岡崎城西、日福大付、 

一宮工科、浜松市立、浜松南、浜松湖東、浜松湖南、浜北西、静岡市立、津工業（三重）、伏木（富山）、

富山国際大付（富山）、福井商（福井）、比叡山（滋賀）、福知山成美（京都）、賢明学院（大阪） 

  ※本年度は、招待 1２チーム、東三河4チーム 
 

② 大会形式（8/10,11 予選リーグ） 
  ・８月１０・１１日の２日間に、上記の東三河地区のそれぞれの会場に分かれ、予選

リーグを行う。（４チーム×４グループで総当たり） 
・試合時間は６０分とする。 

  ・順位の決定は①勝ち点(勝３・分１・負０)②得失点差③総得点による。 
    
 ③ 大会形式（8/12 順位決定トーナメント戦） 
  ・予選結果決定後、１２日の日程会場を発表、連絡する。 
  ・試合時間は６０分とし、延長なし、直ちにPK戦にて順位を決定する。 
  ・予選リーグの上位チームから、東三河の各会場に分かれ、最終順位を決定する。 
  ・１位には、優勝カップと賞状を２位３位には賞状を大会委員会から贈る。 

但し、優勝カップは持ち回りとする。（次年度返還時にﾚﾌﾟﾘｶを授与） 
 
 ④ 組合せ 
  ・全ての組合せについては、実行委員会が決定する。また１２日の順位決定戦１回戦等

は、予選リーグとの同じ対戦を避ける等により、順位を越えての対戦の変更もある。 
  

⑤ 審判・警告・退場・試合時間・試合会場 
  ・カップ戦部門の主審・副審は相互チームが行う。（対戦表の左が前半の主審を務め

る）副審は生徒でよい。 
・メンバー表・交代人数は特に制約を設けない。 
・退場については、各会場担当校が記録をとり、試合中退場を宣告された選手は、原則

として次回１試合に出場できない。その後の処置については、各会場の監督会議にて
決定する。 

・会場等の都合により、試合時間・会場の変更をお願いする場合もある。 



８ 荒天時の対応について 

  ・雷雨等により試合日程の変更を行う場合がある。 

   ①雷雨等で中断した場合、中断より１時間を目途に天候の回復を待つ。 

   ②インターネット等で天候の変化を確認しながら再開、中止を判断する。 

③雷雨の場合、再開は雷鳴が止んで３０分後の再開を目安とする。 

 

９ 熱中症対策について 

気候条件によって、Cooling Breakか飲水タイムのどちらを設定する。 

※全ての会場で、以下の物等についての対応が十分に取れるわけではありませんので、

各チーム可能な限りご準備をお願いいたします。 

【日影用テント・氷・スポーツドリンク・経口補水液 など熱中症対策に必要なもの】 
 
10 感染症対策について 

 ①新型コロナウイルスの感染者、感染濃厚接触者、当日の体調不良者については参加する

ことができません。 

 ②各チーム感染症予防策の徹底をお願いいたします。 

  

11参加費について 

「参加費」 ６，０００円 各チーム、初日の会場校にて集金します。 

領収書については当日、会場にてお渡しします。 

 

12 監督懇親会について 
監督懇親会を８月１１日（金）に予定 

 
13 宿泊・弁当について 
  ・希望される場合は、その旨を参加申込書にご記入ください。 
  ・お弁当につきましては、１食８００円前後で手配します。必要数を参加申込書にご記入く

ださい。 
 
14 大会委員会 委員長 塩田健史  副委員長 近藤昌典 

 

  事務局 カップ戦部門   塩田健史 

           


